
同期型ＣＳＣＬのサムネイルによる
アウェアネス支援の研究

○○平澤林太郎（平澤林太郎（上越教育大学上越教育大学））
久保田善彦（上越教育大学）久保田善彦（上越教育大学）
鈴木鈴木 栄幸栄幸 （（茨城大学茨城大学））
舟生日出男舟生日出男 （（広島大学大学院広島大学大学院））
加藤加藤 浩浩 （（メディア教育開発センターメディア教育開発センター））

日本教育工学会 第23回全国大会 2007.9.23.(Sun)



はじめにはじめに

加藤（加藤（20042004））
学習の場で他者が何をしているかを知った学習の場で他者が何をしているかを知った
上で，自分がそれを考慮に入れた作業を調上で，自分がそれを考慮に入れた作業を調
整する整する「創発的分業」「創発的分業」の概念を提案している．の概念を提案している．

協同的な学習を進める過程で，その状況に応じて協同的な学習を進める過程で，その状況に応じて
臨機応変に分業が組織化されることがある．臨機応変に分業が組織化されることがある．



アウェアネス情報を積極的に提供するシステアウェアネス情報を積極的に提供するシステ
ムに，同期型ムに，同期型CSCLCSCLシステムであるシステムである
「「Kneading BoardKneading Board」（略称，」（略称，KB)KB)がある．がある．

分業が創発，維持，再編されるためには，分業が創発，維持，再編されるためには，
「作業状況に関するアウェアネス（気づき）」「作業状況に関するアウェアネス（気づき）」
が必要不可欠となる．が必要不可欠となる．



Kneading Board(Kneading Board(略称，ＫＢ略称，ＫＢ))

ＫＢＫＢは学習者が複数のユーザの作業状況は学習者が複数のユーザの作業状況
を把握し，その状況を考慮するのに適しを把握し，その状況を考慮するのに適し
たシステムであるたシステムである((久保田ら久保田ら2006)2006)。。



主なアウェアネス情報①

同時に作業同時に作業
している他している他
のユーザののユーザの
名前付きマ名前付きマ
ウスカーソウスカーソ
ルが，同一ルが，同一
のシート上のシート上
に表示されに表示され
るる..

自分のマウスカーソル



主なアウェアネス情報②

他の複数のシートがサム
ネイルによって並置され，
それらにおける作業状況
が示される



•• 鈴木ら（鈴木ら（20052005）は，）は，KBKBのシート上で他者のシート上で他者
のマウスカーソルが見えることによって，のマウスカーソルが見えることによって，
協同作業における場の共有感協同作業における場の共有感･･ライブ感ライブ感
が達成できたとしている．が達成できたとしている．

•• 稲垣ら（稲垣ら（20062006）も質問紙調査から，マウ）も質問紙調査から，マウ
スカーソルによるアウェアネス支援の有スカーソルによるアウェアネス支援の有
効性を示している．効性を示している．

他のユーザのマウスカーソルによって，他のユーザのマウスカーソルによって，
アウェアネスが効果的に支援されることアウェアネスが効果的に支援されること
が明らかになっている．が明らかになっている．

ＫＢのマウスカーソルによるＫＢのマウスカーソルによる
アウェアネス支援の成果アウェアネス支援の成果



•• 稲垣ら（稲垣ら（20062006）の調査によれば，サムネ）の調査によれば，サムネ
イルによるアウェアネス支援は不十分でイルによるアウェアネス支援は不十分で
あった．その主な原因はあった．その主な原因は･･････

ＫＢのサムネイルによるＫＢのサムネイルによる
アウェアネス支援の課題アウェアネス支援の課題

サムネイル表示の領域と形式の問題で，複数サムネイル表示の領域と形式の問題で，複数
シートのアウェアネス情報を把握できないシートのアウェアネス情報を把握できない

サムネイルでアウェアネス情報を把握しても，サムネイルでアウェアネス情報を把握しても，
サムネイルとシートの表示領域が対応しにくく，サムネイルとシートの表示領域が対応しにくく，
目的の場所に即座にアクセスできない目的の場所に即座にアクセスできない



従来は非表示にすることも可
能であったサムネイルを，常
時表示させるとともに，その
サイズの拡大・縮小を可能と
した．

アウェアネス情報を把握しや
すいようにした．

本研究での改善点①



サムネイルにシートの表示領
域枠を示し，その枠をドラッグ
することで，シートを簡便かつ
素早くスクロールできるように
した．

アウェアネス情報に，容易に
アクセスできるようにした．

本研究での改善点②



研究の目的研究の目的

ＫＢのサムネイルによるアウェアネス支援ＫＢのサムネイルによるアウェアネス支援
の改善を行い，新しいサムネイルによるの改善を行い，新しいサムネイルによる
理科学習における効果を評価する．理科学習における効果を評価する．



調査の概要調査の概要

実践の対象は，新潟県の実践の対象は，新潟県のＮ市立ＨＮ市立Ｈ小学校小学校のの
６６学年１クラス学年１クラス((３８３８人人))であるである。。
実施時期は平成実施時期は平成1919年年２２月月。。
実践は実践はすべて理科室すべて理科室でで行った。行った。
本実践は，班ごとに設定した仮説を，複数本実践は，班ごとに設定した仮説を，複数
の実験によって検証する．班全員が共通理の実験によって検証する．班全員が共通理
解をしながら学習を進めるために，コンピュー解をしながら学習を進めるために，コンピュー
タはあえて各班タはあえて各班（４～５人）（４～５人）で１台の利用としで１台の利用とし
た．た．



本実践本実践 小学校６年「水小学校６年「水ようよう液の性質」液の性質」 単元の流れ単元の流れ

第１次「何がとけているのだろう」第１次「何がとけているのだろう」((２時間２時間))
・食塩水，うすい塩酸，アンモニア水，炭酸水を提示して，それぞれの臭い・食塩水，うすい塩酸，アンモニア水，炭酸水を提示して，それぞれの臭い

や色を調たり，水を蒸発させてとけているものを取り出して調べる。や色を調たり，水を蒸発させてとけているものを取り出して調べる。

第２次「気体がとけている水第２次「気体がとけている水ようよう液」液」((２時間２時間))
・炭酸水から出るあわの正体を調べる。・炭酸水から出るあわの正体を調べる。

・二酸化炭素が水にとけるかどうかを調べる。・二酸化炭素が水にとけるかどうかを調べる。

第３次「金属をとかす水溶液」（４時間）第３次「金属をとかす水溶液」（４時間）
・鉄やアルミを塩酸の中に入れたらどうなるかを調べる。・鉄やアルミを塩酸の中に入れたらどうなるかを調べる。

・塩酸にとけた鉄やアルミはどうなったのかを調べる。・塩酸にとけた鉄やアルミはどうなったのかを調べる。

第４次「水第４次「水ようよう液をなかま分けしてみよう」液をなかま分けしてみよう」((４時間４時間))
・水溶液をリトマス紙を使ってなかま分けをする。・水溶液をリトマス紙を使ってなかま分けをする。

・うすい塩酸にうすい水酸化ナトリウム水溶液を加え，酸性，中性，アルカ・うすい塩酸にうすい水酸化ナトリウム水溶液を加え，酸性，中性，アルカ
リ性の変化を調べる。リ性の変化を調べる。

ＫＢ利用



記録の方法記録の方法
授業の様子は，ビデオカメラとでボイスレコーダー授業の様子は，ビデオカメラとでボイスレコーダー
で記録しで記録し、、各班のコンピュータの画面は３秒お各班のコンピュータの画面は３秒おききにに
キャプチャーした。また，授業後に学習内容やＫＢキャプチャーした。また，授業後に学習内容やＫＢ
の機能に関する質問紙調査の機能に関する質問紙調査とインタビュー調査とインタビュー調査をを
行行い分析対象とした。い分析対象とした。



サムネイルの機能に関する質問紙調査サムネイルの機能に関する質問紙調査

授業後にサムネイルの機能に関する質問紙調授業後にサムネイルの機能に関する質問紙調
査を行った．査を行った．

調査項目は稲垣（調査項目は稲垣（20062006）が使用したものを参考）が使用したものを参考
にし，４件法で回答を求めた．にし，４件法で回答を求めた．

「かなりそう思う」「ややそう思う」を肯定的な回「かなりそう思う」「ややそう思う」を肯定的な回
答，「あまりそう思わない」「全くそう思わない」を答，「あまりそう思わない」「全くそう思わない」を
否定的な回答としてまとめ，合計人数を換算し，否定的な回答としてまとめ，合計人数を換算し，
各項目について直接確率計算（両側検定）を行各項目について直接確率計算（両側検定）を行
うようにした．うようにした．



シート全体のデザインシート全体のデザイン

本実践で、ＫＢのシートは本実践で、ＫＢのシートは

「「仮説シート仮説シート」」 とと 「「実験シート実験シート」」

を用意した。を用意した。



実際のキャプチャー画面実際のキャプチャー画面

本実践では、「仮説シート」と「実験シート
（２枚）」を用意して、これらのシートを切り
替えながら学習をすすめるようにした。

仮説シート

実験シート
１班～４班

実験シート
５班～８班



自信あり自信なし

証拠あり

証拠なし

仮説のラベルを二次元座標上に
配置し，実験の進行状況に応じて
その位置とラベルの色を変更して
いくようにした

仮説の
ラベル

仮説シートの仮説シートの
デザインデザイン



仮説ラベルの書き込み仮説ラベルの書き込み
仮説の内容

各実験の解釈
実験を進めることにラベルの色を
変えていき、他班に実験の進行状
況がわかりやすいようにした。



実験シートのデザイン実験シートのデザイン

「実験シート１」には１～４班が，「実験シート
２」には５～７班が，実験の予想，方法，結果，
わかったことをまとめた。

予想 方法 結果 わかったこと

ＫＢの閲覧や操作は，班全員で十分
に確認し合うように指示した．



結果と考察結果と考察(1)(1)
サムネイルからのアウェアネス情報の把握サムネイルからのアウェアネス情報の把握

p=.00 **p=.00 **0000242414141.41.4 サムネイルの中での，他班が書きこんサムネイルの中での，他班が書きこん

でいるラベルが気になった．でいるラベルが気になった．

p=.00 **p=.00 **0011252512121.31.3 サムネイルの中での，他班がつくったサムネイルの中での，他班がつくった

ラベルの色が気になった．ラベルの色が気になった．

p=.00 **p=.00 **0055212112121.21.2 サムネイルの中での，他班のマウスサムネイルの中での，他班のマウス

カーソルが動く様子が気になった．カーソルが動く様子が気になった．

p=.00 **p=.00 **0022161620201.11.1 サムネイルを大きくしたり小さくしたりすサムネイルを大きくしたり小さくしたりす

るのは簡単だった．るのは簡単だった．

１．１．サムネイルからのアウェアネス情報の把握サムネイルからのアウェアネス情報の把握

直接確率計算直接確率計算
((両側検定両側検定))

全く全く
そう思そう思
わないわない

あまりあまり
そう思そう思
わないわない

やややや
そう思そう思
うう

かなりかなり
そう思そう思
うう

質問項目質問項目

学習者はサムネイルの表示領域を自由
に拡大・縮小できていた．



結果と考察結果と考察(1)(1)
サムネイルからのアウェアネス情報の把握サムネイルからのアウェアネス情報の把握

p=.00 **p=.00 **0000242414141.41.4 サムネイルの中での，他班が書きこんサムネイルの中での，他班が書きこん

でいるラベルが気になった．でいるラベルが気になった．

p=.00 **p=.00 **0011252512121.31.3 サムネイルの中での，他班がつくったサムネイルの中での，他班がつくった

ラベルの色が気になった．ラベルの色が気になった．

p=.00 **p=.00 **0055212112121.21.2 サムネイルの中での，他班のマウスサムネイルの中での，他班のマウス

カーソルが動く様子が気になった．カーソルが動く様子が気になった．

p=.00 **p=.00 **0022161620201.11.1 サムネイルを大きくしたり小さくしたりすサムネイルを大きくしたり小さくしたりす

るのは簡単だった．るのは簡単だった．

１．１．サムネイルからのアウェアネス情報の把握サムネイルからのアウェアネス情報の把握

直接確率計算直接確率計算
((両側検定両側検定))

全く全く
そう思そう思
わないわない

あまりあまり
そう思そう思
わないわない

やややや
そう思そう思
うう

かなりかなり
そう思そう思
うう

質問項目質問項目
サムネイルから他班のマウスカーソルの動き
やラベルの様子などのアウェアネス情報が，
十分に提供されていた



結果と考察結果と考察((２２))
サムネイル上のサムネイル上の

アウェアネス情報へのアクセスアウェアネス情報へのアクセス

p=.00 **p=.00 **0011161621212.22.2 シート表示領域枠（ピンクの四角）にシート表示領域枠（ピンクの四角）に

よって，自分が行きたい場所に行きやすかっよって，自分が行きたい場所に行きやすかっ
た．た．

p=.00 **p=.00 **0000161622222.12.1 シート表示領域枠（ピンクの四角）は，シート表示領域枠（ピンクの四角）は，

自分たちがシート上のどこにいるのかが，わ自分たちがシート上のどこにいるのかが，わ
かりやすかった．かりやすかった．

２．サムネイル上のアウェアネス情報へのアクセ２．サムネイル上のアウェアネス情報へのアクセ
スス

直接確率計算直接確率計算
((両側検定両側検定))

全く全く
そう思そう思
わないわない

あまりあまり
そう思そう思
わないわない

やややや
そう思そう思
うう

かなりかなり
そう思そう思
うう

質問項目質問項目

シートの表示領域枠があることで自分たちが
シート上のどこにいるかを把握しやすかった



結果と考察結果と考察((２２))
サムネイル上のサムネイル上の

アウェアネス情報へのアクセスアウェアネス情報へのアクセス

p=.00 **p=.00 **0011161621212.22.2 シート表示領域枠（ピンクの四角）にシート表示領域枠（ピンクの四角）に

よって，自分が行きたい場所に行きやすかっよって，自分が行きたい場所に行きやすかっ
た．た．

p=.00 **p=.00 **0000161622222.12.1 シート表示領域枠（ピンクの四角）は，シート表示領域枠（ピンクの四角）は，

自分たちがシート上のどこにいるのかが，わ自分たちがシート上のどこにいるのかが，わ
かりやすかった．かりやすかった．

２．サムネイル上のアウェアネス情報へのアクセ２．サムネイル上のアウェアネス情報へのアクセ
スス

直接確率計算直接確率計算
((両側検定両側検定))

全く全く
そう思そう思
わないわない

あまりあまり
そう思そう思
わないわない

やややや
そう思そう思
うう

かなりかなり
そう思そう思
うう

質問項目質問項目

サムネイルのシートの表示領域枠を使いながら
目的の情報にアクセスすることは容易であった



事例１事例１ 2007/2/162007/2/16 ７班７班

7C7C--11 （塩酸の中に入っているとけ残っているくぎを見て）（塩酸の中に入っているとけ残っているくぎを見て）
何か根元からとけている，とけている．何か根元からとけている，とけている．

7A7A--11 うーん．ちょっと．うーん．ちょっと．
（（「「仮説シート」で仮説シート」でスクロール機能によって他班のラベルをスクロール機能によって他班のラベルを
閲覧する閲覧する））

自信がないところの証拠なし．こんな所かな．自信がないところの証拠なし．こんな所かな．
（ラベルの位置を決める．次に，（ラベルの位置を決める．次に，サムネイルの「実験シート」サムネイルの「実験シート」
をダブルクリックして当面の作業対象のシートををダブルクリックして当面の作業対象のシートを
「実験シート」に切り替える．「実験シート」に切り替える．

２班２班→→３班３班→→１班１班→→４班の順に書き込みをスクロール４班の順に書き込みをスクロールしなしながが
ら閲覧する．ら閲覧する．
次に「仮説シート」を閲覧し，その後「実験シート」に戻る）次に「仮説シート」を閲覧し，その後「実験シート」に戻る）

7B7B--11 ((くぎのまわりの塩酸がくぎのまわりの塩酸が))くぎならば，くぎならば，
取り出せる取り出せるられるられるれろられるられるれろ．．
何て書いてあるか．わからね．何て書いてあるか．わからね．

7A7A--22 だから，わかったことは何なの．だから，わかったことは何なの．
7B7B--22 ((くぎのまわりの塩酸がくぎのまわりの塩酸が))くぎならば，まだくぎならば，まだ
7D7D--11 とけるはずだ．とけるはずだ．



事例１事例１ 2007/2/162007/2/16 ７班７班

7A7A--11 うーん．ちょっと．うーん．ちょっと．

（「（「仮説シート」で仮説シート」でスクロール機能スクロール機能によって他班のによって他班の
ラベルを閲覧する）ラベルを閲覧する）
自信がないところの証拠なし．こんな所かな．自信がないところの証拠なし．こんな所かな．
（ラベルの位置を決める．次に，（ラベルの位置を決める．次に，サムネイルの「実サムネイルの「実
験シート」をダブルクリックして験シート」をダブルクリックして当面の作業対象の当面の作業対象の
シートを「実験シート」にシートを「実験シート」に切り替える．切り替える．２班２班→→３班３班→→１１
班班→→４班の順に書き込みを４班の順に書き込みをスクロールスクロール機能に機能によっよっ
てて閲覧する．次に「仮説シート」を閲覧し，その後閲覧する．次に「仮説シート」を閲覧し，その後
「実験シート」に戻る）「実験シート」に戻る）

サムネイルのアウェアネス情報を活用して，
シート内ではサムネイルのスクロール機能によって，
シート間ではサムネイルの切り替え機能によって
必要な情報へ容易にアクセスできた．



画面をスクロールした事例画面をスクロールした事例

学習者はサムネイルのスクロール機能を使用す
ることでシート内のアウェアネス情報にアクセスし
ていたと言える．

p=.00 ** p=.00 ** 1919108108
シート内でのシート内での
画面スクロー画面スクロー
ルのやりかたルのやりかた

直接確率計算直接確率計算
((両側検定両側検定))

スクロールバースクロールバーサムネイルのスサムネイルのス
クロール機能クロール機能

Ｎ＝１２７ **** p<.01



シート間の切り替えた事例シート間の切り替えた事例

学習者はサムネイルで当面の作業シートを切り
替えることにより，目的のアウェアネス情報にア
クセスしていたと言える．

p=.00 ** p=.00 ** 3131115115
当面の作業対当面の作業対
象のシートを象のシートを
切り替えるや切り替えるや
りかたりかた

直接確率計算直接確率計算
((両側検定両側検定))

その他の機能その他の機能サムネイルのサムネイルの
切り替え機能切り替え機能

Ｎ＝１４６ **** p<.01



結果と考察結果と考察((３３))
サムネイルサムネイルによるアウェアネスと学習の変容によるアウェアネスと学習の変容

p=.00 **p=.00 **0033212114143.3  3.3  サムネイルでも，他班が書きこんでサムネイルでも，他班が書きこんで

いるラベルが赤いいるラベルが赤い××で表示されることがで表示されることが
学習の役に立った．学習の役に立った．

p=.00 **p=.00 **0022262610103.2 3.2 サムネイルで，他班がつくったラベルサムネイルで，他班がつくったラベル

の色がはっきりと見えることが学習の役の色がはっきりと見えることが学習の役
に立った．に立った．

p=.00 **p=.00 **0022232313133.13.1 他班のマウスカーソルが動く様子が，他班のマウスカーソルが動く様子が，

サムネイルでもよくわかることが学習にサムネイルでもよくわかることが学習に
役立った．役立った．

３．サムネイルによるアウェアネスと学習効果３．サムネイルによるアウェアネスと学習効果

直接確率計算直接確率計算

((両側検定両側検定))
全く全く
そう思そう思
わないわない

あまりあまり
そう思そう思
わないわない

やややや
そう思うそう思う

かなりかなり
そう思うそう思う質問項目質問項目

サムネイルによる他班のマウスカーソルの動き
や他班のラベルの様子などのアウェアネス情報
が役に立っていたことがわかる。



事例１事例１ 2007/2/162007/2/16 ７班７班

7C7C--11 （塩酸の中に入っているとけ残っているくぎを見て）（塩酸の中に入っているとけ残っているくぎを見て）
何か根元からとけている，とけている．何か根元からとけている，とけている．

7A7A--11 うーん．ちょっと．うーん．ちょっと．
（（「「仮説シート」で仮説シート」でスクロール機能によって他班のラベルをスクロール機能によって他班のラベルを
閲覧する閲覧する））

自信がないところの証拠なし．こんな所かな．自信がないところの証拠なし．こんな所かな．
（ラベルの位置を決める．次に，（ラベルの位置を決める．次に，サムネイルの「実験シート」サムネイルの「実験シート」
をダブルクリックして当面の作業対象のシートををダブルクリックして当面の作業対象のシートを
「実験シート」に切り替える．「実験シート」に切り替える．

２班２班→→３班３班→→１班１班→→４班の順に書き込みをスクロール４班の順に書き込みをスクロールしなしながが
ら閲覧する．ら閲覧する．
次に「仮説シート」を閲覧し，その後「実験シート」に戻る）次に「仮説シート」を閲覧し，その後「実験シート」に戻る）

7B7B--11 ((くぎのまわりの塩酸がくぎのまわりの塩酸が))くぎならば，くぎならば，
取り出せる取り出せるられるられるれろられるられるれろ．．
何て書いてあるか．わからね．何て書いてあるか．わからね．

7A7A--22 だから，わかったことは何なの．だから，わかったことは何なの．
7B7B--22 ((くぎのまわりの塩酸がくぎのまわりの塩酸が))くぎならば，まだくぎならば，まだ
7D7D--11 とけるはずだ．とけるはずだ．

それまで塩酸の中で溶け残っているくぎにし
か注目できていなかった学習者が，サムネイ
ルのアウェアネス情報からくぎのまわりの塩
酸に着目した。

サムネイルによるアウェアネスは，自
らの実験活動を学習者が再認識し，
更には改善する契機となっていたこと
がわかる．



まとめまとめ
同期型同期型CSCLCSCLシステムのサムネイルによるアウェアネスシステムのサムネイルによるアウェアネス
支援の実態を，小学校６年生「水支援の実態を，小学校６年生「水ようよう液の性質」の班別液の性質」の班別
実験活動での利用から評価した．その結果，次の３点実験活動での利用から評価した．その結果，次の３点
が明らかになった．が明らかになった．

①①学習者は，サムネイルを容易に操作することができ，サ学習者は，サムネイルを容易に操作することができ，サ
ムネイルから複数シートのアウェアネス情報を把握してムネイルから複数シートのアウェアネス情報を把握して
いた．いた．

②②学習者は，サムネイルのスクロール機能によってシート学習者は，サムネイルのスクロール機能によってシート
をスクロールしたり，サムネイルの切り替え機能によっをスクロールしたり，サムネイルの切り替え機能によっ
て当面の作業対象のシートを切り替えたりして，目的のて当面の作業対象のシートを切り替えたりして，目的の
アウェアネス情報へアウェアネス情報へ容易容易にアクセスしていた．にアクセスしていた．

③③サムネイルによって，情報にサムネイルによって，情報に容易容易にアクセスできたことにアクセスできたこと
により，学習者は実験活動の再認識や改善を行っていにより，学習者は実験活動の再認識や改善を行ってい
た．た．



今後の課題今後の課題

本研究で対象にした実践は，複数のシートを行本研究で対象にした実践は，複数のシートを行
き来することを意識した授業デザインであったき来することを意識した授業デザインであった
ためにサムネイルが機能したとも考えられる．ためにサムネイルが機能したとも考えられる．
今後は様々な場面で実践を行い，さらなる分今後は様々な場面で実践を行い，さらなる分
析を試みたい．析を試みたい．



参考文献参考文献

加藤浩（加藤浩（20042004）協調学習環境における創発的分業の分析とデザイ）協調学習環境における創発的分業の分析とデザイ
ンン, , ヒューマンインタフェース学会ヒューマンインタフェース学会, , ヒューマンインタフェース学会ヒューマンインタフェース学会
論文誌論文誌, 6(2), 6(2)：：161161--168168

鈴木栄幸，舟生日出男，加藤浩（鈴木栄幸，舟生日出男，加藤浩（20052005）） コンピュータを利用した遠コンピュータを利用した遠
隔協同作業におけるマウスカーソルの機能～他者マウスカーソ隔協同作業におけるマウスカーソルの機能～他者マウスカーソ
ル表示機能の効果～ル表示機能の効果～, , 日本科学教育学会第日本科学教育学会第2929回年会論文集：回年会論文集：
237237--240240

稲垣成哲稲垣成哲, , 山口悦司山口悦司, , 出口明子出口明子, , 舟生日出男舟生日出男, , 望月俊男望月俊男, , 鈴木栄幸鈴木栄幸, , 
加藤浩（加藤浩（20062006）創発的分業を支援する）創発的分業を支援するCSCLCSCLシステムの実践的システムの実践的
評価評価, , 日本科学教育学会日本科学教育学会, , 科学教育研究科学教育研究, 30(5), 30(5)：：269269--284284

平澤林太郎平澤林太郎, , 久保田善彦久保田善彦, , 鈴木栄幸鈴木栄幸,, 舟生日出男舟生日出男,, 加藤浩加藤浩(2007)(2007)
同期型同期型CSCLCSCLシステムのサムネイルによるアウェアネス支援のシステムのサムネイルによるアウェアネス支援の
研究－小学校６年生「水研究－小学校６年生「水ようよう液の性質」の班別実験活動から－，液の性質」の班別実験活動から－，
日本教育工学会論文誌，日本教育工学会論文誌，31(Suppl.)31(Suppl.)，印刷中，印刷中. . 



ご清聴ご清聴ありがとうございました。ありがとうございました。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.33250
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 6
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


